
新規事業採択時評価結果（令和６年度新規事業化箇所） 
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延長 １．６ｋｍ 

事業概要  

主要地方道越谷野田線は、越谷市内の主要地方道足立越谷線から千葉県野田市内の主要地方道松戸野田線まで

を結ぶ、延長約１０ｋｍの幹線道路である。 

このうち、増林・松伏西工区は越谷野田線の現道から、松伏町道６号線までの１．０ｋｍ、田島工区は東埼玉道路の浦

和野田線ＩＣ（仮称）から吉川市道１－１０１号線までの０．６ｋｍのバイパス事業である。 

事業の目的、必要性  

当路線は、都市化に伴う交通需要の増加により、慢性的な交通渋滞や、生活道路へ通過交通が流入し交通事故が発

生するなどの問題が顕在化している。現在、東埼玉道路の自動車専用部については国が整備を進めており、当路線は、

東埼玉道路の浦和野田線ＩＣ（仮称）へのアクセス道路に位置付けられている。 

本事業は、交通渋滞の緩和や安全な通行空間の確保、道路ネットワークの強化を目的とする。 

全体事業費 約９４億円 計画交通量 ２６，５００～３７，４００台／日 

事業概要図  

 

 

関係する地方公共団体等の意見  

・主要地方道越谷野田線は、地域交流の促進、交通混雑の緩和等に重要な役割を果たすことが期待されており、吉川

市や松伏町をはじめとする関係4市1町の首長で構成される浦和野田線建設促進期成同盟会より、早期完成の要望（令

和５年７月２７日）を受けている。 

 

学識経験者等の第三者委員会の意見  

・埼玉県公共事業評価監視委員会（令和６年２月９日）において、新規事業化は妥当であると評価。 

 

事業採択の前提条件  

・費用対便益：費用が便益を上回っている。 

・沿線自治体から早期完成の要望を受けており、円滑な事業執行の環境が整っている。 

 

 

 

事業評価結果 
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B/C  EIRR  総費用 ７６億円 総便益 ３９６億円 基準年  

 ５．２  

１６．４% 

事 業 費：７４億円 

維持管理費：２．３億円 

 

走行時間短縮便益：３８８億円 

走行経費減少便益： ４．４億円 

交通事故減少便益： ３．９億円 
令和５年 
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考
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８．０ 
 

１０．４ 

〔2%〕 
 

〔1%〕 
感度分析 

交通量変動 B/C＝４．５～５．５ (変動ケース：±10％) 

事業費変動 B/C＝４．６～５．５ (変動ケース：±10％) 

事業期間変動 B/C＝４．６～５．１ (変動ケース：±20％) 
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渋滞対策 ◎ 

・交通が転換し、越谷野田線の現道の渋滞が緩和。 

 現況：１．４８～１．５９⇒整備後：０．７７～０．８８（約５割減少） 

【その他の特徴】 

・現道の混雑時平均旅行速度は１１．２ｋｍ／ｈであり、県平均（２１．５ｋｍ／ｈ）と比較し

て、著しく低下している。 

事故対策 ◎ 

・死傷事故率（Ｒ３～Ｒ５の３年間） 

整備前（現道）：１２６件／億台キロ⇒整備後（バイパス）７件／億台キロ 

（１１９件／億台キロの減少） 

【その他の特徴】 

・現道の事故状況のうち、９３％が自動車×自動車の事故であり、県平均（９１％）と比較

して、自動車事故が多発している。 

歩行空間 ◎ 
・歩道が狭い現道に比べて、両側に幅の広い歩道を有するバイパス整備により、安全な

歩行空間が確保される。 

歩道幅員 現況：１．５ｍ⇒整備後：４．５ｍ 
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住民生活 ○ 
・現道は路線バスが運行されており、バイパス整備により、現道の交通渋滞が緩和され、

バスの定時性の向上が期待できる。 

地域経済 ○ 
・本路線の沿線には、松伏田島産業団地や東埼玉テクノポリス工業団地等が立地して

おり、当バイパスの整備により、東埼玉道路等へのアクセス性が向上する。 

災害 ◎ 

・現道は、第一次緊急輸送道路に指定されているが、慢性的な渋滞が発生しており、緊

急輸送道路として脆弱である。 

・バイパス整備により、多重性のある道路ネットワークが構築されることで、大規模災害時

の広域的な避難・救助や緊急物資の輸送等を円滑に行うことが可能となり、防災機能の

向上が図られる。 

環境 － ・注目すべき影響はない。 

地域社会 ○ 
・東埼玉道路（浦和野田線ＩＣ（仮称））との連携による更なる沿線都市間（越谷市・松伏

町・吉川市）の交流促進が期待される。 

事業実施環境 ○ ・沿線自治体から早期完成の要望を受けている。 

 

採択の理由 
費用便益比が５．２と便益が費用を上回っており、事業採択の前提条件が確認できる。 

また、東埼玉道路の自動車専用部の整備に合わせて、浦和野田線ＩＣ（仮称）へのアクセス道路となる主要地方

道越谷野田線（増林・松伏西・田島）を整備することにより、周辺道路の渋滞緩和だけでなく、防災機能向上や公

共交通の利便性向上なども期待できることから、当該事業の整備の必要性・効果は高いものと判断される。 

以上により、本事業は令和６年度新規事業箇所として妥当であると考えられる。 
 

※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価格に社会的割引率（4%）を用いて基準年の価値に換算し集計したもの。 
※B/Cの値は、社会的割引率4%を用いて計算した場合の費用便益分析結果。また、比較のために参考とすべき値として1%及び2%を設定し、そ

れに対応する費用便益分析結果を参考として併記している。（〔  〕内は社会的割引率の値）

担 当 課：道路局 環境安全・防災課 
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０．６ｋｍ 


